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9,630 A (W22) 

4,591 人 （増10) 

5,039 人 （増12) 

世帯数 3,146 世帯（増6) 

出生12 人 転入31人 」 
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122人が大人の仲間入り 

『やはり晴れ着姿がほとんど＝ 

【各人の希望を託し大空高く舞い上る風せん】 

) 

昭
和
五
十
六
年
度
の
赤
池
町
成
人
式
 

は、 

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
町
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
行
わ
れ
ま
し
 

今
年
の
該
当
者
は
、
百
二
十
二
人
で
 

男
子
五
十
八
人
、
女
子
六
十
四
人
と
な
 

っ
て
い
ま
支
 

式
典
で
は
、
小
松
宏
教
育
委
員
の
開
 

式
の
こ
と
ば
に
続
き
、
兼
重
直
之
教
育
 

委
員
長
か
ら
、
「
自
分
の
幸
せ
を
創
り
出
す
 

フ
 

」

 

、
 

ー一 

道
程
、
努
力
ガ
ら
ぎ
が
い
に
通
じ
る
。
 

相
手
の
立
場
で
物
を
考
え
る
心
を
大
切
 

に
、
各
人
の
希
望
達
成
に
努
力
し
て
く
 

だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
香
月
町
 

長
か
ら
は
、
「
自
分
の
生
き
ざ
ま
を
持
っ
 

て
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
、
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ
き
 

た
い
」
と
ま
た
、
池
田
利
文
識
長
か
ら
 

「
自
分
の
不
得
手
な
も
の
を
早
く
マ
ス
タ
 

ー
し
て
、
本
来
、
淋
し
く
狐
独
な
も
の
 

、J 

で
あ
る
人
生
を
、
楽
し
い
も
の
に
す
る
 

よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
己
と
、
そ
れ
 

ぞ
れ
新
成
人
に
激
励
の
言
葉
が
お
く
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
恩
師
を
代
表
し
て
植
田
辰
生
 

先
生
は
、
「
自
分
の
信
じ
る
道
を
 

一
歩
 

一
歩
確
実
に
登
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
己
 

と
、
記
録
ノ
ー
ト
で
中
学
時
代
の
出
来
 

事
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
祝
辞
を
述
べ
 

ま
し
た
。
 

続
い
て
、
当
日
一
番
目
に
受
け
付
け
 

を
し
た
池
田
尚
さ
ん
が
、
成
人
者
を
代
 

表
し
て
宣
誓
を
行
な
い
、
ま
た
青
木
留
 

美
子
さ
ん
に
町
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

ま
た
、
北
九
州
大
学
教
授
の
小
森
哲
 

郎
先
生
が
 
「
二
十
歳
の
提
言
」
と
題
し
 

た
講
演
を
行
な
い
、
最
後
に
会
場
前
で
、
 

各
人
の
願
い
や
希
望
を
書
い
た
風
せ
ん
 

を
飛
ば
し
て
式
典
を
終
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
当
日
赤
池
町
青
年
連
合
会
の
 

皆
さ
ん
が
、
記
念
の
も
ち
つ
き
を
行
な
 

い
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
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下
田
川
四
カ
町
連
合
 

新
春
を
飾
る
恒
例
の
下
田
川
四
カ
町
 

（
赤
池
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
）
の
連
合
 

消
防
出
初
め
式
が
一
月
十
日
午
前
九
時
 

半
か
ら
赤
池
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
赤
池
百
 

四
十
一
人
、
金
田
百
二
十
人
、
方
城
百
 

十
人
、
糸
田
百
二
十
人
、
合
計
四
百
九
 

十
一
人
の
消
防
団
員
と
二
十
三
台
の
消
 

防
車
が
参
加
、
そ
の
雄
姿
を
披
露
し
ま
 

し
た
。
 

式
で
は
、
人
員
服
装
点
検
な
ら
び
に
 

機
械
器
具
の
点
検
、
分
列
行
進
、
各
表
 

彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
点
検
官
か
ら
 

「
今
後
も
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
 

め
、
団
結
と
日
頃
の
訓
練
に
精
進
し
て
 

く
だ
さ
い
」
と
講
評
が
あ
り
、
式
を
終
 

え
ま
し
た
。
本
町
の
表
彰
者
は
次
の
と
 

木
村
陽
子
さ
ん
が
 

準
優
勝
 

第
三
回
筑
豊
地
区
 

青
少
年
女
子
剣
道
大
会
 【健闘した女子剣士の皆さん】 

ふ
も
と
 

麓
刑
務
所
見
た
り
 

聞
い
た
り
の
記
 

保
護
司
 

松
井
 
猛
 

赤
池
町
保
護
司
会
は
、
犯
罪
の
防
止
 

と
犯
罪
者
（
対
象
者
）
の
保
護
観
察
、
 

更
生
自
立
に
奉
仕
し
て
い
る
が
、
犯
罪
 

者
が
罪
の
償
い
と
更
生
に
い
か
に
取
り
 

組
ん
で
い
る
か
を
再
び
見
学
す
る
た
め
 

定
宗
美
義
会
長
、
藤
岡
登
・
松
井
猛
保
 

護
司
、
安
武
菊
蔵
名
誉
会
員
の
四
人
は
 

昨
年
十
一
月
十
六
日
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
 

在
の
麓
刑
務
所
を
見
学
し
た
。
 

私
た
ち
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
も
赤
 

池
町
更
生
保
護
婦
人
会
員
と
共
に
見
学
 

し
た
が
、
当
時
は
製
糸
工
場
を
改
造
し
 

た
オ
ン
ボ
ロ
の
施
設
で
あ
っ
た
の
を
、
 

昭
和
五
十
年
三
月
に
新
築
し
、
事
務
所
 

面
会
所
、
食
堂
、
集
会
場
、
作
業
場
、
 

【整然とした点検風景】 

お
り
で
支
 

（
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
表
彰
】
 

四
人
 

小
島
京
二
・
太
田
旭
（
以
上
3
分
団
）
 

小
松
文
夫
（
6
分
団
）
・
松
岡
進
（
本
部
）
 

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

《
金
馬
兼
〉
赤
池
町
消
防
団
第
5
分
団
 

《
優
良
消
防
団
員
表
彰
〉
 

七
人
 

白
井
忠
（
1
分
団
）
・
太
田
英
彦
（
2
分
 

団
）
・
有
吉
政
慶
（
3
分
団
）
・
馬
場
義
 

輔
（
4
分
団
）
・
橋
本
修
治
（
5
分
団
）
 

小
源
寺
一
正
（
6
分
団
）
・
山
尾
繁
樹
 

（
本
部
）
 

〈
三
十
五
年
表
彰
〉
 

一
人
 

松
井
猛
（
本
部
）
 

《
三
十
年
表
彰
〉
 

四
人
 

世
良
庄
七
・
城
野
豊
文
・
市
川
泰
雄
 

（
以
上
1
分
団
）
・
藤
岡
登
（
4
分
団
）
 

《
二
十
五
年
表
彰
》
 

一
人
 

和
田
豊
（
2
分
団
）
 

〈
二
十
年
表
彰
〉
 

一
人
 

青
柳
徳
責
（
本
部
）
 

〈
十
年
表
彰
〉
 

二
十
九
人
 

梅
木
田
文
夫
・
太
田
英
彦
・
久
原
重
海
 

（
以
上
2
分
団
）
・
原
田
登
（
4
分
団
）
 

今
川
真
行
・
浦
田
繁
弘
・
河
村
勝
憲
 

（
以
上
5
分
団
）
・
小
松
節
夫
・
平
元
 

光
年
・
小
松
靖
・
小
松
義
信
・
相
原
 

時
雄
・
小
松
繁
春
（
以
上
6
分
団
）
・
 

太
田
停
・
立
花
政
彦
・
徳
永
清
隆
・
 

長
谷
川
孝
・
柳
川
照
義
・
ト
休
省
吾
 

、

？
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一
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
筑
豊
 

高
校
体
育
館
で
、
第
三
回
筑
豊
地
区
青
 

少
年
女
子
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
、
赤
池
 

か
ら
は
、
小
学
校
二
年
生
以
上
の
九
人
 

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

前
日
か
ら
の
雪
で
寒
気
も
一
段
と
厳
 

し
い
中
、
約
二
百
人
の
女
子
剣
士
は
、
 

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦
を
展
開
し
、
 

小
学
校
低
学
年
（
四
年
生
ま
で
）
の
部
 

で
木
村
陽
子
さ
ん
が
見
事
準
優
勝
に
輝
 

き
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
支
 

▼
準
優
勝
廿
木
村
陽
子
（
小
三
）
 

▼
四
回
戦
出
場
廿
中
野
亜
子
（
中
二
）
 

寮
、
家
庭
寮
（
開
放
寮
）
等
、
面
目
一
 

新
し
、
周
囲
に
は
高
い
塀
も
な
く
、
 
一 

見
し
て
一
流
企
業
の
事
務
所
、
工
場
、
 

寮
と
い
う
感
じ
で
全
く
驚
く
と
共
に
感
 

銘
し
た
。
 

女
子
犯
罪
者
を
収
容
す
る
刑
務
所
は
 

全
国
に
四
箇
所
し
か
な
く
、
九
州
に
一
 

箇
所
、
こ
れ
が
麓
刑
務
所
で
あ
る
（
九
 

州
全
県
、
山
ロ
、
広
島
、
 

愛
媛
、
高
知
県
の
管
轄
。
）
 

職
員
は
九
十
三
名
（
男
子
 

沼
口
富
生
・
早
谷
克
粘
・
有
吉
政
高
 

古
野
本
徹
・
長
谷
川
義
信
・
島
井
功
 

ク
ゴ
ミ
は
文
化
の
バ
ロ
 

メ
ー
タ
ー
カ
 

文
化
生
活
が
高
く
な
る
 

に
つ
れ
て
ゴ
ミ
の
量
は
増
 

大
し
ま
す
が
、
近
年
、
町
 

内
の
各
所
で
ゴ
ミ
（
一
般
 

廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
）
 

の
不
法
投
棄
が
多
く
見
ら
 

れ
ま
亥
 

「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
 

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
 

に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
 

不
法
投
棄
に
は
、
六
カ
月
 

以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
 

十
万
円
か
ら
十
万
円
の
罰
 

金
が
課
せ
ら
れ
ま
支
 

一
般
廃
棄
物
お
よ
び
産
 

業
廃
棄
物
の
一
部
は
、
役
 

場
衛
生
係
の
証
明
が
あ
れ
 

ば
、
じ
ん
介
処
理
場
ま
た
 

は
、
処
理
場
下
の
埋
め
立
 

て
地
で
処
理
で
き
ま
文
 

美
し
い
街
を
守
る
た
め
、
廃
棄
物
の
 

処
理
は
、
所
定
の
手
続
き
で
適
切
に
処
 

理
し
ま
し
よ
う
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

支
 

▼
三
回
戦
出
場
廿
平
野
カ
オ
リ
（
小
五
）
 

立
花
ひ
と
み
（
小
六
）
 

▼
二
回
戦
出
場
廿
力
久
佳
代
子
（
小
二
）
 

和
垣
和
泉
（
小
四
）
上
村
美
香
（
小
四
）
 

大
穂
美
保
（
中
一
）
 

〔
敬
称
略
〕
 

法
華
経
八
巻
 

修
複
な
る
 

東
光
寺
経
塚
出
土
法
華
経
 

草
場
東
光
寺
に
伝
わ
る
法
華
経
八
巻
 

が
、
昭
和
五
十
五
年
度
文
化
財
保
護
事
 

業
に
よ
り
修
複
さ
れ
、
教
育
委
員
会
で
 

保
管
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

わ
れ
わ
れ
が
所
内
を
見
学
し
、
所
長
 

か
ら
説
明
を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
 

①
今
ま
で
見
て
来
た
刑
務
所
で
は
、
各
 

自
の
部
屋
の
片
隅
に
必
ず
便
器
を
置
 

い
て
あ
る
の
に
、
こ
こ
に
は
な
く
共
 

同
便
所
と
洗
面
所
が
各
棟
の
入
ロ
に
 

併
置
さ
れ
て
い
た
。
 

②
食
堂
は
清
潔
で
ご
飯
は
お
ひ
つ
に
入
 

立
花
繁
樹
・
松
葉
和
広
・
早
麻
正
秀
 

長
谷
川
浩
（
以
上
本
部
）
 

【県道小竹～赤池線バイパス沿に捨てられたゴミ】 

私
た
ち
の
街
を
美
し
く
ク
 

美
化
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

赤
池
町
商
工
会
青
年
部
（
大
島
勇
夫
 

部
長
三
十
二
人
）
・
婦
人
部
（
小
場
妙
子
 

部
長
四
十
五
人
）
で
は
、
活
動
年
間
行
 

事
の
一
環
と
し
て
町
内
美
化
運
動
に
取
 

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年
第
一
回
目
 

は
、
空
カ
ン
、
空
ピ
ン
の
回
収
を
二
月
 

七
日
（
日
曜
日
）
に
実
施
し
ま
支
 

午
前
九
時
に
町
立
病
院
前
に
集
合
し
 

各
地
区
に
分
散
し
て
行
な
い
ま
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
呼
 

び
か
け
て
い
ま
支
 

ま
た
、
各
家
庭
の
ま
わ
り
に
捨
て
ら
 

れ
た
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
を
ま
と
め
て
道
 

路
筋
ま
で
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
回
 

収
が
徹
底
し
、
美
化
運
動
の
効
果
が
倍
 

化
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
支
ー
 

才

原

 

し
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昭
和
三
十
六
自
は
福
岡
県
重
要
文
化
 

財
に
指
定
さ
れ
、
経
文
は
銅
製
経
筒
に
 

納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
緑
青
が
ま
 

わ
り
、
腐
敗
が
著
し
く
、
今
回
の
修
複
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
史
の
中
か
ら
関
係
箇
所
を
ご
 

紹
介
し
ま
支
 
「
平
安
時
奈
良
時
代
に
、
 

経
筒
に
法
華
経
が
主
に
納
め
ら
れ
て
埋
 

め
ら
れ
、
経
塚
と
言
わ
れ
各
地
で
見
ら
 

れ
る
。
こ
の
経
文
は
、
土
御
門
天
皇
時
 

代
（
一
一
九
三
、
一
二
一
〇
年
）
の
も
 

の
と
言
わ
れ
、
七
百
数
十
年
を
経
た
と
 

思
わ
れ
る
が
、
八
巻
中
二
、
三
を
除
き
 

ほ
と
ん
ど
読
め
る
状
態
で
あ
る
。
経
塚
 

④
生
活
指
導
に
重
点
を
置
き
集
団
の
一
 

員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
高
め
 

協
力
的
な
生
活
態
度
を
養
い
、
各
寮
 

で
は
寮
長
、
各
種
委
員
を
選
出
さ
せ
 

収
容
者
の
自
発
的
活
動
に
よ
り
運
営
 

す
る
よ
う
方
向
づ
け
て
い
る
。
 

⑤
各
種
の
ク
ラ
ブ
（
茶
道
華
道
、
書
道
、
 

短
歌
、
珠
算
、
美
術
、
手
芸
、
コ
ー
 

覚
せ
い
剤
犯
が
ト
ッ
プ
 

二
十
九
、
女
子
六
十
四
名
）
。
収
容
定
員
 

百
八
十
九
名
に
対
し
二
百
五
名
収
容
中
。
 

罪
名
別
順
位
は
、
 

一
位
覚
せ
い
剤
、
一
一
 

位
窃
盗
、
三
位
殺
人
お
よ
び
殺
人
未
遂
 

等
で
前
年
度
一
位
だ
っ
た
窃
盗
犯
が
、
 

覚
せ
い
剤
に
逆
転
。
 

平
均
年
齢
は
四
十
三
歳
。
作
業
は
全
 

国
刑
務
所
職
員
の
制
服
を
縫
製
し
て
い
 

る。 

れ
て
あ
り
食
べ
放
題
。
米
六
・
五
、
 

孝
子
五
の
割
り
合
い
で
一
日
の
食
費
 

三
百
八
十
円
と
の
こ
と
。
献
立
て
の
 

の
内
容
は
収
容
者
の
噌
好
調
査
や
献
 

立
委
員
会
の
意
見
を
充
分
反
映
さ
せ
 

て
い
る
。
 

③
寮
舎
内
の
タ
ン
ス
、
鏡
台
な
ど
備
品
 

の
整
備
を
重
点
に
し
た
快
適
な
生
活
 

環
境
の
充
実
に
つ
と
め
て
い
る
。
 

ラ
ス
等
）
を
設
け
て
自
発
 

的
参
加
と
活
発
な
活
動
を
 

行
っ
て
い
る
c

テ
レ
ピ
を
 

見
る
の
も
自
由
、
 

た
だ
し
、
 

限
ら
 

れ
た
時
間
。
特
別
行
事
と
し
て
、
書
 

道
展
、
生
花
展
、
茶
会
、
 
コ
ー
ラ
ス
 

会
等
を
行
う
。
 

⑥
体
育
行
事
と
し
て
、
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
 

卓
球
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
大
会
な
 

ど
も
行
う
。
 

⑦
図
書
館
、
売
店
設
置
、
「
わ
か
く
さ
」
（
 

所
内
誌
）
の
編
集
、
発
行
を
行
い
情
 

(

 

一
一
月
の
 

(
 

ハ
こ
よ
み
と
行
事
し
 

V 

× ノ 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
金
 

3
日
困
 

4
日
困
 

7
日
日
 

15 1411 8 
日 日 日 日 
明）（日）（村明) 

16 
日
因
 

17
 

日
困
 

19
 

日
圏
 

23
 

日
因
 

27
 

日
田
 

28 

日
回
 

覚
せ
い
剤
・
麻
薬
取
締
り
強
 

化
月
間
。
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
月
 

間
。
成
人
病
予
防
週
間
 

節
分
 

立
春
 
初
午
 

心
配
ご
と
相
談
 

お
 66 
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

北
方
領
土
の
日
 

町
商
工
会
空
カ
ン
・
空
ビ
ン
 

回
収
（
9
 66 
町
立
病
院
前
美
ロ
）
 

こ
と
始
め
 

針
供
養
 

建
国
記
念
の
日
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

乳
児
保
育
相
談
 

喬

訪

5

 15
 

66 
町
民
会
館
）
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
め
切
り
 

昭
和
五
十
六
年
分
所
得
税
の
 

確
定
申
告
（
3
月
 15
 

日
ま
で
）
 

心
配
ご
と
相
談
 

面
 66 
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

三
種
混
合
 

喬
】
 
30 

ー
 15
 

66 
町
民
会
館
）
 

雨
 
水
 

献
血
（
 10 

66 
ー
 13 

】 00 

赤
池
 

商
事
前
・
 
14
 

66 
5
 16 

66 
役
 

場） 
無
料
申
告
相
談
（
商
工
会
）
 

心
配
ご
と
相
談
 

面
】
 
00 

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

(3
月
 13 

日
ま
で
）
 

全
国
山
火
事
予
防
運
動
週
間
 

(3
月
6

日
ま
で
）
 

b
 

し
 

は
末
世
思
想
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
 

仏
教
は
や
が
て
消
滅
す
る
時
、
衆
生
救
 

済
の
念
願
か
ら
、
「
弥
靭
菩
薩
が
再
度
こ
 

の
世
に
出
現
し
給
う
」
 
と
す
る
。
そ
の
 

時
に
よ
る
べ
と
な
る
経
文
を
地
下
に
埋
 

納
し
て
、
弥
靭
再
生
の
時
に
役
立
つ
た
 

め
保
存
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
 

【修復された経文と経筒】 

操
教
育
に
役
立
た
せ
て
い
る
。
 

⑧
衣
類
、
布
団
、
毛
布
、
部
屋
衣
、
作
 

業
服
な
ど
の
貸
与
は
、
収
容
者
の
刑
 

期
、
成
績
な
ど
に
よ
る
差
別
を
つ
け
 

る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
一
律
に
貸
与
 

し
、
常
に
清
潔
に
つ
と
め
て
い
る
。
 

⑨
解
放
準
備
教
育
 

釈
放
前
に
家
庭
寮
（
平
家
一
戸
建
）
 

に
入
れ
、
社
会
復
帰
に
対
す
る
心
構
 

え
や
諸
手
続
等
指
導
す
る
が
、
老
人
 

ホ
ー
ム
の
奉
仕
作
業
、
市
役
所
、
安
 

定
所
の
見
学
、
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
一
 

実
施
な
ど
を
通
じ
て
社
会
の
変
動
の
 

認
識
や
更
生
自
立
の
意
識
を
高
め
さ
 

・
せ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
強
く
心
に
残
 

っ
た
見
学
で
し
た
。
 

報
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議
会
だ
よ
り
 

昭和55年度 

ー般会計決算など認定 
一般会計（56年度） 
3億7,042万3千円追加 

▼
第
十
三
回
十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
士
一
月
十
五
▲
 

▼
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
和
▲
 

▼
五
十
五
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
▲
 

▼
認
定
議
案
な
ど
十
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
▲
 

▼
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

▲
 

～第13回12月定例議会～ 

一
決
 
算
 
認
 
定
 

次
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
五
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
 

国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
五
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
歳
入
歳
 

出
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
五
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
 

地
域
開
発
事
業
歳
入
歳
出
決
算
 

な
お
、
こ
の
事
業
会
計
は
、
昭
和
五
 

十
五
年
度
で
廃
苫
れ
ま
し
た
。
 

みんなの 句
集
『
鉱
山
の
子
』
 

出
版
記
念
句
会
作
品
 

池
田
一
歩
先
生
 

選
 

o
星
空
の
咲
か
せ
て
お
り
し
霜
の
花
 

峰
 

生
 

o
か
く
冬
も
か
く
あ
た
た
か
し
祝
ぎ
の
 

座
は
 

天

留

翁

 

ひ
い
ら
ぎ
 

か
 

〇
柊
の
残
れ
る
花
の
香
で
あ
り
し
 

ひ
 
さ
 
し
 

o
掃
か
で
置
く
こ
の
客
に
な
ら
散
紅
葉
 

は
る
の
女
 

落
葉
と
い
う
も
の
は
、
淋
し
さ
を
募
 

ら
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
人
生
も
、
も
 

と
も
と
淋
し
い
も
の
で
、
そ
の
中
に
自
 

己
を
見
つ
め
な
が
ら
生
き
方
を
、
人
そ
 

れ
ぞ
れ
考
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
特
 

に
意
識
を
通
じ
る
者
同
志
の
場
合
は
、
 

落
葉
す
る
さ
ま
は
、
落
葉
す
る
を
ま
た
 

よ
し
と
し
て
受
け
と
め
る
。
今
日
、
訪
 

れ
る
客
は
、
そ
の
よ
う
な
人
な
の
で
、
 

あ
え
て
、
落
葉
を
掃
く
こ
と
を
せ
ず
、
 

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
 

o
短
日
の
失
せ
も
の
探
し
疲
れ
け
り
 

園
 

女
 

〇
船
員
の
言
葉
か
た
こ
と
息
白
し
 

雨
 

亭
 

以
上
の
各
決
算
の
詳
細
は
、
後
日
、
 

特
別
号
の
「
財
政
公
表
」
に
掲
載
。
 

補 

正 

予 

算 

次
の
補
正
予
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
七
千
四
十
 

二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
 

算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
二
億
九
百
 

五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
、
 

地
方
交
付
税
五
千
万
円
、
財
産
収
入
一
一
 

億
二
千
百
十
八
万
一
千
円
、
町
債
八
千
 

万
円
。
歳
出
で
は
、
当
初
予
算
で
減
額
 

計
上
し
て
い
た
公
債
費
の
下
期
支
払
分
 

の
一
部
二
億
六
千
二
百
八
十
九
万
八
千
 

円
、
補
助
費
一
千
八
十
二
万
二
千
円
、
 

同
和
対
策
特
別
保
育
事
業
費
五
百
六
十
 

一
万
八
千
円
、
県
振
興
資
金
充
当
の
国
 

鉄
用
地
払
下
げ
用
地
買
収
費
、
農
地
災
 

害
復
旧
費
な
ど
の
建
設
事
業
八
千
九
百
 

九
万
八
千
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
支
 

⑥
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
 

〇
柊
の
咲
く
を
嘉
と
し
炉
を
開
く
 

加

寸

 美
 

〇
木
の
葉
散
り
つ
く
し
沈
黙
は
じ
ま
れ
 

り
 

操
 

〇
霜
強
く
感
じ
未
明
を
走
り
旅
 

み
 
つ
 
子
 

〇
タ
昏
れ
が
す
で
に
霜
夜
の
冷
え
を
も
 

ち
 

て
 
い
 
子
 

せ
き
 

〇
短
日
の
人
を
堰
と
め
警
報
機
 

孤
 

城
 

だ
い
だ
い
 

o
横
の
湯
は
大
晦
日
な
ら
ず
と
も
 

昭
 

女
 

o
冬
蓄
微
寒
が
り
合
う
て
咲
く
風
情
 

野
 

火
 

o

一
事
成
し
遂
げ
し
心
に
寒
牡
丹
 

桜
 
ン
 
坊
 

人
そ
れ
ぞ
れ
人
生
に
目
標
と
い
う
も
 

の
が
あ
る
。
そ
の
目
標
と
す
る
も
の
が
 

よ
う
や
く
叶
え
ら
れ
、
そ
こ
に
何
と
な
 

く
ゆ
と
り
と
言
え
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
 

る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
で
安
心
し
き
 

る
の
で
は
な
く
、
寒
牡
丹
の
よ
う
に
つ
 

つ
ま
し
く
、
控
え
目
な
も
の
が
感
じ
ら
 

れ
、
ま
こ
と
に
好
ま
し
く
思
え
る
。
 

か
 

び
 
わ
 

0
香
の
か
く
も
一
枝
折
り
来
し
枇
杷
の
 

花
 

春
 

翁
 

o
木
枯
に
野
の
草
声
を
あ
げ
に
け
り
 

野
 

火
 

o
分
身
の
句
集
を
こ
こ
に
寒
牡
丹
 

秋

風

 子
 

よ
そ
お
 

o
粧
い
を
解
か
れ
し
山
の
冬
に
入
る
 

雨
 

亭
 

o
還
歴
の
旅
あ
た
た
か
く
雪
降
る
も
 

は
る
の
女
 

昭
和
四
十
九
年
度
上
水
道
拡
張
工
事
 

に
よ
り
年
利
率
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
 

借
り
入
れ
た
企
業
債
を
、
七
・
ニ
パ
ー
 

セ
ン
ト
の
低
利
の
も
の
に
借
り
替
え
る
 

た
め
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
予
算
 

総
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

条 

例 

⑥
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
 

現
在
町
立
病
院
は
、
常
勤
の
医
師
が
 

い
な
く
、
医
師
対
策
に
困
窮
し
て
い
ま
 

支
 
そ
の
た
め
近
隣
町
村
と
の
均
衡
を
 

保
ち
、
医
師
確
保
を
図
る
た
め
、
特
殊
 

勤
務
手
当
の
条
例
が
改
正
さ
れ
、
手
当
 

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
 

葬
祭
費
に
つ
い
て
、
国
保
加
入
者
が
 

他
の
保
険
か
ら
葬
祭
費
に
相
当
す
る
給
 

付
が
な
さ
れ
た
場
合
、
国
保
で
は
給
付
 

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

委 

員 

エ 
事 

⑥
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

教
育
委
員
の
兼
重
直
之
氏
が
士
一
月
 

二
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
 

た
た
め
議
会
の
承
認
を
得
て
再
任
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

昭
和
五
十
六
年
度
市
町
村
道
整
備
事
 

業
「
二
反
ケ
浦
、
松
本
線
改
良
工
事
」
 

お
よ
び
昭
和
五
十
六
年
度
農
林
業
同
和
 

【
特
選
】
来
し
方
も
今
も
さ
わ
や
か
 

句
集
成
る
 

加

寸

 美
 

知
り
得
て
こ
の
方
、
い
つ
も
変
ら
ず
 

や
わ
ら
か
い
人
当
り
と
雰
囲
気
を
常
に
 

大
事
に
す
る
、
そ
ん
な
人
で
あ
る
。
 

そ
の
人
が
永
年
の
努
力
の
か
い
あ
っ
 

て
、
こ
こ
に
句
集
を
出
版
す
る
こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

は
主
隼
ど
 

o
干
菜
宿
人
は
素
朴
に
話
好
き
 

慶
 

子
 

〇
か
じ
か
み
し
鉱
山
の
子
昔
昔
し
か
な
 

天

留

翁

 

お
を
 

o
釜
殿
の
換
を
封
切
り
炉
を
開
く
 

加

寸

 美
 

も
ず
 

0
目
を
あ
け
し
ま
く
に
こ
と
切
れ
鴎
の
 

勢
え
 

駒
 

女
 

o
冬
鳩
暗
き
渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
に
 

野
 

火
 

白
石
天
留
翁
先
生
 
選
 

か
が
 

す
み
れ
 

〇
錫
み
見
て
野
に
い
と
し
め
り
冬
董
 

春
 

翁
 

め
ば
リ
 

o
鉱
害
に
傾
く
壁
の
目
貼
鳴
る
 

桜
 
ン
 
坊
 

〇
着
ぶ
く
れ
て
い
て
卑
し
か
ら
ざ
る
気
 

品
 

峰
 

生
 

o

一
事
成
し
遂
げ
し
こ
こ
ろ
に
寒
牡
丹
 

桜
 
ン
 
坊
 

〇
木
枯
に
野
の
草
声
を
あ
げ
に
け
り
 

野
 

火
 

〇
祝
ぎ
の
座
緊
張
が
生
む
寒
さ
か
な
 

て
 
い
 
子
 

よ
そ
お
 

と
 

o
粧
い
を
解
か
れ
し
山
の
子
冬
に
入
る
 

雨
 

亭
 

対
策
事
業
「
平
石
池
た
め
池
改
良
工
事
」
 

の
請
負
金
額
が
い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
 

越
え
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
 

よ
り
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

な
お
、
入
札
の
結
果
、
林
工
業
株
式
 

会
社
、
小
正
建
設
が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
 

両
工
事
と
も
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
工
 

期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
支
 

一
請
願
・
陳
情
・
決
議
 

⑥
教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
は
か
る
 

た
め
の
請
願
廿
採
択
 

⑥
就
労
事
業
の
存
続
活
用
改
善
に
関
す
 

る
請
願
廿
採
択
 

⑥
韓
半
島
自
主
統
一
へ
の
南
北
最
高
責
 

任
者
相
互
訪
問
実
現
支
持
決
議
陳
情
 

廿
総
務
委
員
会
へ
付
託
、
継
続
審
査
 

⑥
暴
走
族
追
放
宣
言
に
関
す
る
決
議
廿
 

採
択
 

⑥
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
の
第
一
次
 

答
申
に
も
と
づ
く
年
金
制
度
改
悪
、
 

老
人
医
療
有
料
化
、
国
民
健
康
保
険
 

国
庫
負
担
の
自
治
体
肩
替
り
に
反
対
 

し
、
医
療
従
事
者
の
大
幅
増
員
、
国
 

公
立
、
公
的
医
療
機
関
の
拡
充
、
診
 

療
報
酬
即
時
引
き
上
げ
を
求
め
る
請
 

願
ー
採
択
 

以
上
採
択
さ
れ
た
請
願
等
は
、
各
関
係
 

機
関
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

般 

質 

間 

⑥
財
政
再
建
問
題
に
つ
い
て
（
今
日
の
 

財
政
逼
迫
と
な
 
ー一 

因
に
つ
い
て
は
 

J
 

一
 月例会「写団ファミリ ー
 

1 月8 日岡午後 

7時から町民会館 

において、会員8 

名が出席し、モノ 

クロ10点、カラー 

146点の作品の合 

魂 評をしました。 

イ
 

題
「
雨
あ
が
り
」
 

一
つ
、
 

一
つ
洗
い
直
し
を
し
て
き
た
が
 

当
面
、
赤
字
準
用
団
体
に
落
ち
な
い
よ
 

う
努
力
し
て
い
る
。
 

五
十
七
年
度
は
、
使
用
料
等
の
値
上
 

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
滞
納
者
の
時
効
 

の
発
生
の
な
い
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
。
）
 

⑥
産
炭
地
対
策
に
つ
い
て
（
こ
れ
は
一
 

町
だ
け
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
ブ
ロ
 

ッ
ク
 
〈
田
川
地
域
・
北
九
州
等
〉
 

単
 

位
で
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
 

現
在
の
町
内
企
業
は
存
続
さ
せ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
）
 

⑥
水
道
事
業
対
策
に
つ
い
て
（
現
在
、
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
高
料
金
で
迷
惑
を
 

か
け
て
い
る
が
、
水
源
や
料
金
の
統
一
 

化
な
ど
下
田
川
四
ケ
町
で
新
し
く
取
り
 

組
も
う
と
い
う
計
画
の
段
階
で
あ
る
。
）
 

⑥
行
政
改
革
に
つ
い
て
（
福
祉
切
り
捨
 

て
の
行
革
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
 

る
が
、
五
十
七
年
度
の
予
算
編
成
に
当
 

た
っ
て
は
、
前
年
度
よ
り
下
回
っ
た
予
 

算
措
置
に
し
な
い
と
健
全
財
政
が
で
き
 

な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
）
 

⑥
失
業
対
策
事
業
に
つ
い
て
（
失
対
就
 

労
者
の
見
舞
金
あ
る
い
は
共
済
制
度
的
 

な
も
の
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
郡
内
や
 

全
県
的
な
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
 

る
が
、
今
後
、
郡
内
町
村
で
積
極
的
に
 

取
り
組
ん
で
い
く
。
）
 

⑥
農
地
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
 

据
置
き
に
つ
い
て
（
現
在
の
法
律
で
は
 

直
ち
に
減
免
措
置
を
取
る
こ
と
は
で
き
 

な
い
。
本
町
だ
け
の
問
題
で
も
な
く
今
 

後
で
き
う
る
も
の
が
あ
れ
ば
考
え
て
行
 

き
た
い
。
）
 ノ 

【今月の優秀作家】＜カラーの部＞ 

1 席 戸 塚 栄太郎 「黄昏れ時」 

2 席 三宅 嘉一「老 婦」3席 永尾 富男「晩 秋」 

4席 太田 勝正「鷺」 5 席 岡部日出朗「田 園」 

【評】今月は、三宅さんの作品で「雨あがり」 ですが、子供達 
の表情を良いシャッターチャンスで’撮らえています。おそ 
らく演出させたのでしょうけど、作者の発想が大変おも 
しろいと思います。 
このような写真の場合は、子供達の表情をアップで写す 

場合と、もう少しカメラを引いて、まわりの情景を取り入 
れて広く写す場合がありますが、作者も迷ったのか少し 
中途半端な構成に成っているのが残念ですね。 

（早谷克粘） 

【
特
選
】
来
し
方
も
今
も
さ
わ
や
か
 

句
集
成
る
 

加

寸

美

 

o
風
む
し
る
も
の
な
く
な
り
し
冬
木
立
 

野
 

火
 

o
降
る
雪
が
岐
の
世
俗
を
遠
ざ
く
る
 

秋

風

 子
 

な
め
し
 

o
冷
え
き
っ
て
な
ら
ぬ
心
に
菜
飯
炊
く
 

葉
 

子
 

〇
良
き
事
に
明
け
て
初
雪
あ
た
た
か
く
 

佳
 

子
 

o
山
に
ま
だ
彩
あ
る
も
の
を
消
す
粉
雪
 

雨
 

亭
 

・・又 

o
目
を
あ
け
し
ま
く
に
こ
と
切
れ
賜
の
 

勢
え
 

駒
 

女
 

〇
銭
箱
が
柿
の
店
番
し
て
峠
 加

寸

 美
 

q
繋
の
創
る
器
の
タ
ま
ま
で
 

雨
 

亭
 

o
着
ぶ
く
れ
て
浮
世
の
義
理
の
窮
屈
に
 

桜
 
ン
 
坊
 

〇
き
ら
め
き
の
運
ぶ
朝
の
日
枯
葎
 

み
 
つ
 
子
 

え
び
す
こ
う
 

0
福
引
の
き
ば
っ
て
あ
り
し
夷
講
 

孤
 

城
 

o
山
茶
花
や
石
を
重
ね
て
悌
と
す
 

鬼
 

童
 

o
句
座
に
い
て
師
走
心
を
遠
ざ
く
る
 

景
 

石
 

〇
婚
約
の
成
り
し
娘
に
縫
う
夜
な
べ
な
 

ら
 

加

寸

 美
 

〇
祝
ぎ
の
座
と
い
う
緊
張
が
寒
さ
を
ば
 

て
 
い
 
子
 

つ
む
ぎ
は
た
や
 

〇
冬
ざ
れ
や
紬
機
屋
の
掃
音
消
ゆ
 

峰
 

生
 

か
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第229 号 

こ
ん
な
と
き
 

こ
ん
な
年
金
が
 

長
い
人
生
の
中
で
、
人
間
は
い
つ
ど
 

こ
で
ど
ん
な
不
幸
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
 

せ
ん
。
国
民
年
金
で
は
、
老
後
の
年
金
 

ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
し
た
ま
さ
か
の
 

時
に
備
え
て
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
 

遺
児
、
寡
婦
な
ど
の
年
金
が
用
意
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
年
金
も
、
事
故
 

に
あ
っ
て
か
ら
急
い
で
加
入
し
た
り
、
 

保
険
料
を
納
め
た
り
し
て
も
ダ
メ
で
支
 

将
来
の
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
 

事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
。
 

あ
な
た
も
、
あ
な
た
ご
自
身
の
将
来
 

の
生
活
安
定
の
た
め
に
、
国
民
年
金
に
 

加
入
し
、
保
険
料
を
怠
り
な
く
納
め
ら
 

れ
る
か
、
納
付
が
困
難
の
と
き
は
保
険
 

料
の
免
除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
と
し
 

35 

歳・ 
60 

歳● 
65 

歳
 

に
な
る
方
へ
 

令
昭
和
ニ
十
ニ
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
三
十
五
歳
、
い
よ
い
 

よ
年
金
を
受
け
る
資
格
に
ま
っ
た
な
し
 

の
年
齢
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
老
齢
年
金
を
受
け
 

る
た
め
に
二
十
五
年
の
資
格
期
間
が
必
 

要
で
す
が
、
六
十
歳
の
国
民
年
金
の
加
 

入
期
間
ま
で
、
あ
な
た
は
あ
と
二
十
五
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(7） 第229 号 広 報 あ か い 

エンゼルクイズ 

【第66回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

〔問 題〕 

1‘伊吹伸介が主人公の「青春の門」の原作 

者は？ 

④五木ひろし ⑧松本清張 

⑨五木寛之 

2 ．大相撲初場所の優勝者は？ 

⑧千代の富士 ⑧北の海 ⑨隆の里 

3 ．西高東低の気圧配置、わが国ではいつの 

季節？ 

④春 ⑧ 夏 ⑨ 冬 

4 ．昨年のレコード大賞授賞曲は？ 

④ストリッパー ⑧ルビーの指輪 

⑨みちのく一人旅 

5 ．白雪姫が食べた毒入りのクダモノは？ 

④リンゴ ⑧レモン ⑥ブドウ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、2 月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

〔第65回の解答〕 

I④ 2⑨ 3⑧ 4④ 5⑥ 

、

，

・

 

税
よ
り
ち
ょ
つ
と
お
耳
を
 

年
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
 

待
っ
た
な
し
で
す
。
 

い
ま
す
ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
、
ま
 

た
保
険
料
は
怠
り
な
く
納
め
る
よ
う
に
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
大
正
＋
一
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
満
六
十
歳
、
長
か
っ
 

た
国
民
年
金
も
い
よ
い
よ
か
け
終
り
ま
 

し
た
。
あ
と
は
、
六
十
五
歳
か
ら
の
年
 

金
支
給
を
待
つ
だ
け
で
す
。
 

国
民
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
で
も
繰
 

り
上
げ
請
求
で
き
ま
す
が
、
 

一
定
率
で
 

減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
繰
り
上
げ
請
求
 

は
慎
重
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
大
正
六
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
、
今
年
で
満
六
十
五
歳
、
 

い
よ
い
よ
国
民
年
金
の
請
求
年
齢
で
支
 

本
当
に
お
待
せ
し
ま
し
た
。
 

六
十
五
歳
の
誕
生
日
が
来
た
ら
す
ぐ
 

請
求
で
国
民
年
金
の
請
求
手
続
き
を
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

健
康
づ
く
り
に
 

取
り
組
ん
で
 

い
ま
す
か
？
・
 

●
あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た
自
身
が
 

つ
く
る
も
の
で
す
 

あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た
自
身
が
つ
 

く
っ
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
健
 

康
管
理
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
も
っ
 

ロ
所
得
税
●
贈
与
税
の
 

申
告
始
ま
る
 

昭
和
五
十
六
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
 

と
納
税
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の
 

確
定
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
 

申
告
と
納
税
の
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
三
 

月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
の
 

窓
ロ
が
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
 

談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
 

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
 

申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
ま
 

し
ょ
う
。
 

圏
軽
自
動
車
の
廃
車
 

手
続
き
は
お
早
目
に
 

町
税
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
五
月
に
 

課
税
さ
れ
ま
す
が
、
年
の
中
途
で
売
買
 

廃
止
を
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
 

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
か
な
り
 

あ
り
ま
す
。
 

廃
車
な
ど
の
場
合
は
、
早
目
に
役
場
 

税
務
徴
収
課
（
窓
ロ
2
番
）
に
印
鑑
、
 

鑑
札
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
持
参
 

の
上
、
手
続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

お
 
・し 

・＋不I 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

〔
賛
助
会
費
協
力
者
〕
 

向
手
正
俊
・
太
田
旭
・
三
村
勇
・
池
永
 

て
考
え
、
実
行
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
健
康
の
あ
 

り
が
た
さ
に
気
づ
く
よ
う
で
は
遅
す
ぎ
 

ま
す
。
健
康
へ
の
日
頃
の
努
力
は
、
国
 

保
の
一
員
で
あ
る
あ
な
た
の
務
め
で
支
 

●
今
日
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
 

今
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
健
康
づ
く
 

り
の
た
め
に
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

散
歩
、
体
操
、
 
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
あ
な
 

た
の
体
に
あ
っ
た
運
動
は
、
あ
な
た
の
 

心
が
ま
え
し
だ
い
で
い
つ
で
も
簡
単
に
 

は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
 

の
と
れ
た
食
生
活
、
十
分
な
休
養
と
い
 

う
こ
と
も
実
行
し
て
い
ま
す
か
。
さ
あ
 

あ
な
た
の
家
庭
も
今
日
か
ら
健
康
家
族
 

の
仲
間
入
り
ー
明
日
か
ら
で
は
遅
す
 

ぎ
ま
す
。
 

く
す
り
は
 

健
康
を
つ
く
ら
な
い
 

●
病
気
を
治
す
の
は
人
問
の
体
力
 

病
気
に
に
な
る
と
く
す
り
を
飲
む
。
 

そ
れ
で
健
康
が
回
復
す
る
、
と
多
く
の
 

人
は
思
い
が
ち
で
す
。
 

し
か
し
、
病
気
を
治
す
の
は
人
間
の
 

体
力
1
 

1自
然
治
ゆ
力
が
最
も
重
要
な
 

の
で
す
。
大
部
分
の
病
気
は
人
間
の
生
 

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
自
然
治
ゆ
 

力
に
よ
っ
て
治
る
も
の
な
の
で
す
。
 

く
す
り
が
病
気
を
治
す
の
だ
と
早
合
 

点
し
な
い
で
、
お
医
者
さ
ん
の
養
生
指
 

示
を
守
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
 

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
、
少
 

輝
昭
・
八
島
洋
一
・
久
富
建
設
・
斉
藤
 

建
設
・
小
松
利
道
・
脚
ダ
イ
コ
ー
赤
池
 

店
・
内
田
年
哉
・
高
林
厚
・
高
林
篤
・
 

立
花
義
勝
・
高
林
正
勝
・
水
永
正
克
・
 

・
山
本
宗
彦
・
稲
垣
力
・
大
島
勇
夫
・
 

明
治
鉱
業
脚
赤
池
事
務
所
・
田
中
歯
科
 

・
明
昭
機
工
脚
・
松
本
義
隆
・
赤
池
耐
 

火
材
料
脚
・
大
和
商
事
・
田
中
六
助
事
 

務
所
・
太
田
五
郎
・
藤
田
石
油
店
・
県
 

持
産
工
芸
品
指
定
窯
元
組
合
・
横
山
雪
 

哉
・
山
内
与
荘
・
焼
肉
ボ
タ
山
・
田
川
 

々
の
病
気
な
ど
は
ね
返
す
健
康
な
体
を
 

つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
病
 

気
に
な
っ
て
も
早
く
回
復
す
る
も
っ
と
 

も
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
 

●
く
す
り
は
使
用
を
誤
る
と
効
果
よ
り
 

毒
性
が
 

く
す
り
は
一
度
に
た
く
さ
ん
飲
ん
だ
 

か
ら
と
い
っ
て
効
き
め
が
増
す
な
ど
と
 

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

定
め
ら
れ
た
用
法
・
用
量
・
服
用
時
 

間
を
守
る
こ
と
が
、
正
し
い
使
い
方
で
 

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
病
気
の
種
類
 

年
齢
等
に
よ
っ
て
も
使
い
わ
け
を
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 

医
師
の
処
方
で
も
ら
っ
た
く
す
り
は
 

そ
の
人
の
年
齢
、
性
別
、
病
状
、
体
質
 

に
合
わ
せ
て
配
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
た
と
え
成
人
相
互
、
家
族
 

相
互
の
間
で
同
じ
病
気
だ
と
思
っ
て
も
 

流
用
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
 

て
量
だ
け
を
減
ら
し
て
子
ど
も
に
飲
ま
 

せ
る
こ
と
は
絶
対
に
さ
け
る
べ
き
で
支
 

く
す
り
は
、
使
用
を
誤
る
と
効
果
よ
 

り
毒
性
が
で
て
き
ま
す
。
 

信
用
金
庫
赤
池
支
店
・
秋
元
商
店
・
吉
 

田
運
送
脚
・
亀
井
晋
作
・
太
田
敏
生
・
 

小
嶋
京
二
・
藤
田
勇
夫
・
藤
重
武
・
吉
 

田
英
樹
・
真
鍋
青
果
・
藤
田
ユ
ミ
子
・
 

堺
米
穀
店
・
居
原
酒
店
・
今
畑
清
信
・
 

村
井
理
容
館
・
い
ろ
は
肉
店
・
藤
村
酒
 

店
・
脚
筑
豊
商
会
・
門
司
酒
店
・
藤
井
 

酒
店
・
林
鉄
雄
・
高
園
酒
店
・
西
日
本
 

設
計
工
業
脚
赤
池
工
場
・
白
川
商
店
・
 

石
橋
正
利
・
金
畑
商
店
・
船
津
隆
・
青
 

木
末
雄
・
原
野
時
計
店
・
繁
永
正
喜
・
 

藤
村
仁
司
・
熊
谷
無
造
・
世
良
英
興
・
 

水
永
雄
・
田
中
久
夫
・
平
川
建
設
・
山
 

幸
建
設
・
水
永
康
雄
・
田
川
農
協
赤
池
 

支
所
・
武
末
組
・
友
定
保
・
武
末
昭
市
 

・
香
月
章
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

▽
水
野
 

高
美
（
車
道
）
 

三
万
円
 

▽
荒
木
ふ
さ
子
（
昭
和
町
）
 

二
万
円
 

に
J
 

〔正解者〕 

今回の応募総数16通のうち、正解者は6 通 

でした。厳正な抽せんの結果、次の3 名の方 

に記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト藤井 悟（赤池西組） 

ト立花みどり（町営伏原） 

ト原 博光（上野大久保） 

こ倉月メ．f穆社七箸多そ鱈ゴ盤と 
〔休館日〕 

1日、 8 日、11日、15日 

22日 

〔心配ごと相談日〕 

7 日、17日、27日 

〔演芸会〕 

4 日、 7 日、14日、18日 

マ1日、25日、28日 

〔福祉バス運行日〕 

3 日、 4 日、 6 日、 

13日、14日、17日、 

21日、24日、25日、 

〔仏教法話会〕 

2 月13日田 

午前11時から 

7 日、 

18日、 

27日、 

× 

10日 

20日 

28日 

 ノ 

驚
悔
讐
慶
寿
園
』
 

四
月
一
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
 

上
野
郷
の
谷
に
昨
年
よ
り
 

建
設
中
で
あ
っ
た
、
社
会
福
 

祉
法
人
慶
寿
会
に
よ
る
特
別
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
慶
寿
園
」
 

が
い
よ
い
よ
四
月
一
日
よ
り
 

開
園
さ
れ
ま
支
 

こ
れ
は
上
野
天
郷
に
現
在
 

あ
る
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

「
天
郷
荘
」
と
異
な
り
、
身
体
 

が
不
自
由
で
介
護
を
要
す
る
 

人
し
か
入
園
で
き
ま
せ
ん
。
 

（
年
齢
六
十
五
歳
以
上
）
 

入
園
希
望
の
方
は
、
二
月
 

末
日
ま
で
に
、
慶
寿
園
ま
た
 

は
、
役
場
福
祉
係
に
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
連
絡
先
 
慶
寿
園
 

理
事
長
立
花
 

隆
 

合
赤
池
五
六
八
九
番
 

▼
ま
た
は
役
場
福
祉
係
 

公
赤
池
ニ
〇
〇
四
番
 

内
線
五
〇
 

な
お
、
受
付
け
は
、
申
込
 

み
順
で
、
定
員
に
な
り
し
だ
 

い
締
め
切
り
ま
支
 

ち） ノ 

▽
木
下
 

繁
（
高
尾
団
地
）
 

▽
光
根
 
澄
男
（
板
取
）
 

▽
藤
原
 

力
馬
（
中
尾
）
 

▽
荒
牧
 
嘉
之
（
金
田
町
）
 

▽
池
田
ミ
サ
オ
（
中
組
）
 

▽
池
田
 
鶴
美
（
中
組
）
 

▽
平
元
 
栄
子
（
大
浦
）
 

〔
賛
助
会
費
〕
 

一
ロ
千
円
 

▽
小
場
 
季
夫
 

▽
木
月
 

一
雄
 

▽
青
柳
 
徳
実
 

60 10 30 
口 口 口 

一
万
円
 

一
一
万
円
 

一
一
万
円
 

一
一
万
円
 

ニ
万
円
 

一
一
万
円
 

一
一
万
円
 

三
万
円
 

一
万
円
 

六
万
円
 

〔寄 

付〕 

▽
暁
町
婦
人
部
一
同
 

一
一
千
円
 

（
一
月
十
九
日
現
在
 

敬
称
略
）
 



い け 昭和57年2月1日 （8) か
 

あ
 

報
 

広
 

号
 

qv 
つ
乙
 

。？し 第
 

引
門
）
ソ
 

軟
式
野
球
チ
ー
ム
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
次
の
 

よ
う
に
五
十
七
年
度
の
加
盟
チ
ー
ム
の
 

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

▼
加
盟
の
資
格
…
町
内
在
住
ま
た
は
町
 

内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
人
の
、
高
 

校
生
以
上
で
編
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
 

ム
 

▼
加
盟
金
…
新
規
登
録
チ
ー
ム
廿
一
万
 

五
千
円
。
継
統
登
録
チ
ー
ム
廿
一
万
 

円
 

▼
募
集
期
間
…
二
月
一
日
か
ら
二
月
一
一
 

十
日
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
…
連
盟
事
務
局
（
町
 

民
会
館
内
）
に
用
意
し
て
い
る
申
し
 

込
み
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
 

上
、
加
盟
金
を
添
え
て
申
し
込
み
く
 

だ
さ
い
。
 

教

育

モ

ニ

タ

ー

 

政
府
の
文
教
施
策
に
つ
い
て
、
広
く
 

一
般
国
民
か
ら
批
判
、
意
見
、
要
望
等
 

う
 

を
聞
き
、
文
教
行
政
の
参
考
と
す
る
た
 

め
、
次
の
要
領
で
教
育
モ
ニ
タ
ー
を
募
 

集
し
ま
す
。
 

①
仕
事
廿
文
書
な
ど
に
意
見
を
記
入
し
 

回
答
す
る
。
要
望
な
ど
を
投
稿
す
る
 

②
応
募
資
格
廿
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
 

民
、
た
だ
し
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
 

せ
ん
。
④
国
会
、
地
方
公
共
団
体
の
 

議
員
⑧
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
お
よ
 

び
地
方
公
務
員
（
校
長
、
教
員
は
可
）
 

⑥
行
政
相
談
員
⑨
か
っ
て
モ
ニ
タ
ー
 

で
あ
っ
た
人
 

③
申
込
先
廿
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
 

番
七
号
 
福
岡
県
教
育
庁
企
画
室
庶
 

務
広
報
係
④
締
切
日
廿
三
月
三
日
 

⑤
申
込
み
用
紙
の
請
求
廿
直
接
「
申
込
 

先」 

で
受
け
取
る
か
、
 
60 

円
切
手
を
 

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
 

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

職

業

訓

練

生

 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
の
入
校
 

生
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
訓
練
課
目
…
機
械
科
・
溶
接
科
・
構
 

造
物
鉄
工
科
・
鋳
造
科
・
金
属
プ
レ
 

ス
科
・
経
理
事
務
科
 

▼
応
募
資
格
…
義
務
教
育
修
了
程
度
の
 

学
力
を
有
す
る
者
 

▼
募
集
期
間
…
二
月
二
士
1
1

日
因
ま
で
 

（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
三
月
末
 

日
ま
で
募
集
）
 

▼
申
込
先
…
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
 

所
ま
た
は
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

、

、

、

？

 

、

？

ノ

 

▼
経
 

費
…
授
業
料
は
無
料
、
な
お
公
 

共
職
業
安
定
所
の
指
示
を
受
け
た
入
 

校
者
に
は
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
ま
 

た
は
訓
練
手
当
の
支
給
が
あ
り
ま
支
 

県
立
高
校
 

定
時
制
生
徒
 

働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け
 

た
い
人
の
た
め
に
、
県
立
高
校
で
は
、
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
定
時
制
課
程
の
生
 

徒
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
入
学
願
書
受
付
…
二
月
十
二
日
国
か
 

ら
十
八
日
困
正
午
ま
で
 

▼
学
力
検
査
・
・
ニ
ニ
月
十
一
日
困
 

▼
検
査
教
科
…
国
語
、
数
学
、
社
会
、
 

理
科
お
よ
び
外
国
語
 

▼
各
学
校
の
募
集
学
科
、
募
集
定
員
等
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
庁
指
導
 

第
一
課
容
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
 

1
1
ま
た
は
希
望
す
る
学
校
へ
直
接
 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

“
司
目
）
 

県

民

相

談

室

 

昨
年
十
一
月
に
移
転
し
た
新
県
庁
舎
 

で
は
、
行
政
棟
一
階
に
「
県
民
相
談
室
」
 

を
設
け
て
、
次
の
よ
う
な
相
談
業
務
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
県
民
相
談
廿
相
談
員
が
、
県
政
や
県
 

民
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
 

望
、
問
い
合
わ
せ
等
に
応
じ
ま
す
。
 

■
無
料
法
律
相
談
廿
専
門
的
な
法
律
知
 

識
を
必
要
と
す
る
民
事
相
談
の
た
め
 

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

o
毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
の
十
三
時
 

か
ら
十
六
時
ま
で
 

/0

相
談
は
、
電
話
等
で
予
約
し
、
訪
問
 

が
原
則
で
す
。
 

●
相
談
電
話
番
号
 

容
o
9
2
1
6
5
1
1
1
2
3
4
 

税
の
無
料
申
告
相
談
 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
 

う
お
済
み
で
す
か
。
 

申
告
書
や
決
算
書
の
書
き
方
が
わ
か
 

ら
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
 

さ
い
。
 

税
理
士
会
が
行
う
、
無
料
申
告
相
談
 

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▼
日
 

時
廿
二
月
二
十
三
日
因
 

▼
場
 

所
廿
赤
池
町
商
工
会
 

自

動

車

保

険

 

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
く
 

ど
う
ぞ
。
相
談
は
無
料
で
す
。
 

◆
毎
日
（
日
・
祭
日
は
除
く
）
午
前
九
 

時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

◆
弁
護
士
相
談
日
（
毎
週
金
曜
日
、
午
 

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
 
無
料
 

◆
問
い
合
わ
せ
先
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
（
小
倉
北
区
紺
屋
町
、
明
治
生
命
 

小
倉
ビ
ル
内
）
 

廿
0
9
3
1
5
2
1
1
2
1
4
0
 

ー

 

ン
 

、フ 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
宮
崎
県
宮
崎
郡
清
 

武
町
大
字
木
原
字
永
迫
六
七
〇
番
地
 

同
坂
ノ
下
平
五
三
七
番
地
 

0
墳
墓
数
 
九
十
五
基
 

o
届
出
期
限
 

二
月
十
日
 

o
届
出
先
 
宮
崎
県
宮
崎
郡
清
武
町
 

清
武
町
役
場
 
環
境
保
健
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
神
奈
川
県
三
浦
郡
 

葉
山
町
木
古
庭
五
五
六
番
地
 

お
よ
び
五
五
七
番
地
 

o
墳
墓
数
 
五
基
 

o
届
出
期
限
 
二
月
二
十
八
日
 

o
届
出
先
 
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
 

葉
山
町
役
場
 
戸
籍
住
民
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
 

土
原
町
大
字
下
田
島
一
一
、
五
三
九
 

平
松
墓
地
 

〇
墳
墓
数
 

八
基
 

o
届
出
期
限
 

二
月
二
十
日
 

o
届
出
先
 
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町
 

佐
土
原
町
役
場
 
環
境
衛
生
課
 

オ
ア
シ
ス
運
動
を
 

推
進
し
よ
う
 

オ
は
オ
ハ
ョ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
 

ア
は
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
 

シ
は
シ
ツ
レ
イ
シ
マ
シ
タ
 

ス
は
ス
ミ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
 

' 


